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１　は じ め に
２　「メアリ・ホール文書」の構成と大法官府裁判所
３　破産手続と「メアリ・ホール文書」
４　お わ り に
東洋大学「経済論集」 30 巻１号　2004 年 10 月
１）Shaw（1992）pp. 1 ～ 2.
２）Winstanley（1994）pp. 238 ～ 239.
は補完的な役割にとどまらず、それ自体が主要な役割を果たすようになっていたと考える研究が
進展してきている。




























４）Cox（2000）pp. 11 ～ 14.
５）Mckendrick（1982）pp. 52 ～ 56.
６）Lemire（1991）pp. 9 ～ 10. 但し、Lemire（1997）ではマケンドリック的な滴下現象論に対してはやや批判的となって


















商 milliner であり、ストランドの南の端で店舗を構えていた小売商メアリ・ホールMary Holl の経
営にかかわるものである。彼女は、遅くとも 1775 年初めにはアン・ターナー A. Turner という別
の女性と共同で店舗の経営を行っていたが、同年暮にはパートナーシップを解消して独立の経営





に所蔵されており、C105-30 および C106-126 の分類番号を付された 2 箱の史料群からなっている。




７）Campbell（1993）pp. 49 ～ 54.
８）道重（1999）82 ～ 83 頁。
大法官府裁判所 The Court of Chancellor の性格とその訴訟手続きを確認することが不可欠である。
そこでまずこの裁判所の性格を明らかにしておきたい。大法官府裁判所は、普通法 Common Law
にもとづくイギリスにおける伝統的な裁判所である王座裁判所The Court of King’s Bench や民訴
裁判所 The Court of Common Pleaなどとは異なって、衡平法 Equity にもとづく裁判所であった
９）。この裁判所の起源は 14 世紀のエドワード 3 世にまで遡ることができるが、テューダー朝期に
なるとその権限はしだいに拡大し、普通法裁判所と対立するようになっていった。17 世紀におけ






















に 1875 年に統合された。フィーフット（1952）32 頁。
10）星室裁判所は、1641 年の長期議会において、また大法官府裁判所は指名議会において一旦廃止された。今井（1984）
20 頁、189 頁。
11） Horwitz（1996）pp. 6 ～ 7.
12）小山（1983）274 頁。中世においてはユース権、近世においては信託財産権において衡平法の適用は有用なものであっ
た。
13）Horwitz（1996）pp. 3 ～ 4.





る。この聴聞に先立って判事はその下僚である裁判所主事 Master of Ordinary に事件の詳細を照
会し、主事は報告書を作成する。判決は通常の場合判事である大法官 Lord of Chancellor か副大法
官 Master of Rolls によって、この報告書にもとづいておこなわれた。しかし、このような手続き


















「メアリ・ホール文書」のなかで訴訟手続き上の日付がもっとも古いものは 1780 年 7 月 12 日
付でメアリの債権者であるトーマス・クレメンツとピーター・ベラミが証拠資料の提出を約束し
た C105-30［16］である［以下、史料名は各々 C105-30 は C5、C106-126 は C6 と略記する］16）。こ
の史料では原告名、被告名が省略されているのに対し、直後の 7 月 29 日付 C6［1］では原告およ
― 65 ―
18 世紀ロンドンの衣料品小売商と破産手続
15）Horwitz（1996）pp. 25 ～ 26.
16）［］内の番号は筆者が便宜的に付した整理番号である。以下本稿では C105-30 を C ５と略記し、C5［16］等と記述する。
また C106-126 も同様に記述する。
び被告全員の氏名が省略されずに記載されている。これによると、原告はジョン・ウィラン John
Willan、ジョン・ホークスワース John Hawksworth、およびジョン・バーグウィン John Burgwin
の 3 名で、被告はチャールズ・グリーンウォラス Charles Greenwollers、ジョン・プラウマン
John Plowman、ピーター・ベラミ Peter Bellamy、トーマス・クレメンツ Thomas Clements、ジ
ョセフ・ホール Joseph Holl、その妻メアリ Mary そしてウィリアム・ウォレス William Wolles の
7 名である。C6［1］の史料は、被告のうちグリーンウォラスとプラウマンが証拠文書の提出を宣
誓したものであり、これによれば「1780 年２月 29 日、この訴訟に関する聴聞でなされた審問




る。C5［16］で約束された文書は C5 の箱に含まれる C5［1］、［2］および C5［16］に添付された
書類であり、すべて残存している。






冒頭に上げた 7 月 12 日付文書（C5｢16｣）の取り扱い主事はブルックネルズという別の人物である
が、その後の C5［12］、C6［1］はともにホルフォードのサインがあり、彼がこの訴訟を担当して










17）ここで提出を約束された文書は、一覧表が添付されて A ～ H の 8 種類が記されており、C6 の箱にはこのうち C を除
いて全てが収録されている。
れない文書の大部分は他の文書の作成の前提になる基礎的な資料と考えられる。例えば C5［7］




























































































































































→ C5［6］（在庫品要約）→ C5［10］（1777 年の貸方借方対照表＝資産状況調書）というように、
同様に存在している。さらに提出を約束された文書間でも同じような関係が見られる。断片的な
文書 3 点からなる C5［16］の No.１～３は 1778 年 1 月の在庫目録である C6［G］の基礎資料であ





















































































ものと思われる｡ことに裁判所主事が 80 年の訴訟と 84 年の訴訟とで同一のホルフォードであった












して制定されたものが 1543 年法（34 & 35 Hen. VIII, c. 15）であり、これに続く 1570 年（13 Eliz



































もと訴額 100 ポンド以下は取り扱わなかったし、大法官府裁判所は 20 ポンド以下の訴訟は取り扱











22）Ibid., pp. 68 ～ 69. 




には、債権者と債務者が許可状 The letter of licenceを交わして事業の継続に合意し、債権者は監


















対象者が営業をおこなう者 tradesmen であるかどうか、一人あたりの債務が最低 100 ポンド（債










26）Ibid., pp. 35 ～ 37.

















C6［H］の譲渡証書に添付されているこれらの史料によれば、12 月 8 日の時点でメアリ･ホール
の資産は 923 ポンド６シリング、メアリの持つ顧客に対する売掛金を中心とする債権総額は債務
者 56 名に対して 548 ポンド 15 シリングである。またメアリの負うべき債務は債権者 18 名に対し
て総額 1092 ポンド 19 シリングとなっている。ここで示された金額が正当なものであれば、メア






［14］）。この間、店舗の営業がどのようになっていたかは明らかでない。1777 年から 78 年にかけ
ての現金出納帳では 77 年 12 月から翌年の３月までの記録が存在しておらず、この期間の営業は
中断していた可能性が高い（C6［D］）。78 年４月以降になるとメアリの使用人であったメアリ･ホ




































28）大法官府裁判所は、普通法裁判所と同様にミクルマス Michaelmas（11 月２日～ 25 日）、ヒラリー Hilary（１月 11 日
～ 31 日）、イースター Easter（４月 15 日～５月８日）、トリニティ Trinity（５月 22 日～６月 12 日）の 4 回の開廷期が
存在した。Horwitz（1998）p. 11.
1780 年の訴訟では、すでに見たように７月 12 日にベラミとクレメンツからの証拠資料の提出、
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